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大田区立清水窪小学校 

 

清水窪小学校の教育目標 

○自然や友達を大切にする子ども 

○心身ともにたくましい子ども 

○よく考え、最後までやりぬく子ども 

令和６年 １月号 

目標をもつ 
校長 竹花 仁志  

謹んで新春のお喜び申し上げます 旧年中は、本校の

教育にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございました 

年頭にあたり皆様のご健勝とご多幸を祈念いたします 

まず、この度の能登半島地震により犠牲になられた方、被

災された方々に謹んでお悔やみとお見舞いを申し上げます

とともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

さて、「一年の計は元旦にあり」と言われますが、年の初

めの節目に、新たな目標を見いだし、努力していこうとする

意欲をもつことは、とても大切なことです。 

昨年のWBC日本チーム、そして、大リーグでも二刀流と

して大活躍の大谷翔平選手は、高校（岩手県花巻東高校）

時代に目標設定シートを作成していました。マンダラチャー

トと呼ばれ、9マス×９マスの中心に大きな目標を示し、その

周りに目標を達成するために必要な要素を８つ書き出し、そ

れぞれの要素についてどんなことを行うのか８つずつ考える

というものです。当時大谷選手は「８球団からドラフト１位」と

いう目標に向けて「体づくり」「コントロール」「キレ」などの運

動に関することのほか、「人間性」や「運」などの要素を挙

げ、人間性を高めるために「思いやり」「感謝」「礼儀」を大切

にすることや、運を高めるために「あいさつ」「そうじ」「道具を

大切に使う」などを記していました。大きな目標設定とともに

具体的にどう行動するのかイメージし、それを一つ一つ積み

重ねてきたことが大谷選手の今の大活躍につながっている

のでしょう。子どもたちにも、具体的な目標をもたせ、自己の

良い点を伸ばし、課題を克服するための努力の積み重ねを

通して、自分の力を更に成長させ、自信につなげてほしいと

願っています。 

大谷翔平選手寄贈の「ジュニア用グローブ（右利き用２
個、左利き用１個）」が本校にも届きました。大谷選手は、

「私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気

づけるシンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそ

が、私が充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツだ

からです。グローブを寄贈することで、子ど

もたちが野球というスポーツに触れ、興味を

持つきっかけになってほしいと願っていま

す。」と、コメントされています。子どもたちと

大切に使っていきたいと思います。 

いよいよ締めくくりの３学期。子どもたちが、次年度に向け

て飛躍できる力を伸ばせるよう、教職員一丸となって取り組

んでまいります。本年も保護者や地域の皆様のご支援、ご

協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 
 

◆郵便局振込み  

給食費は区の給食無償化の施策により、６月分から徴収が

なくなりました。よって、引き落としはありません。各学年によ

って、校外学習費用等が必要になることがありますので、各

学年のお知らせをご確認ください。 
 

＜お知らせ＞  

本校では、日々、ホームページで 

児童の様子や給食の献立などを更新しています。 

是非、ホームページをご覧ください。 

 

日 曜 行事予定 放課後 

１ 月 元日  

２ 火   

３ 水   

４ 木   

５ 金   

６ 土   

７ 日 冬季休業日終  

８ 月 成人の日  

９ 火 
始業式 書き初め会１２６年 発育測定６年 

３校時授業 
× 

10 水 
安全指導 午前授業 書き初め会３４５年 

発育測定１２年 給食始 
○ 

11 木 学級の時間 B時程 発育測定３４５年  ○ 

12 金 電車バス指導 区連合書写展始 ○ 

13 土 校庭開放 ものづくり教育学習フォーラム  

14 日 校庭開放  

15 月 
全校朝会 B時程 避難訓練 

委員会・代表委員会・た班長会議 補習３年 
○ 

16 火 スキルタイム  ○ 

17 水 学級の時間 午前授業 小中一貫教育の日 ○ 

18 木 学級の時間 B時程 区連合書写展終 ○ 

19 金 子どもまつり ○ 

20 土 
土曜授業 ３校時授業  

土曜補習教室３４５６年 
× 

21 日 校庭開放  

22 月 全校朝会 B時程 クラブ活動 補習３年 ○ 

23 火 スキルタイム ５年東工大研究室訪問 ○ 

24 水 学級の時間 午前授業 補習４５６年 ○ 

25 木 学級の時間 Ｂ時程 地域の方との交流会１年 ○ 

26 金 読み聞かせ 社会科出前授業５年 ○ 

27 土 校庭開放  

28 日   

29 月 
全校朝会 SC科出前授業５年  

午前授業 補習３年 
○ 

30 火 スキルタイム ○ 

31 水 委員会発表会 午前授業 補習４５６年 ○ 

 

1月 学校行事予定 

研究だより 

 今年度は、１２月までに、各学年でＳＣ科の研究授業を行いま
した。７月に４年生「飛べ！水ロケット！」、９月に３年生「めざ

せ！こまキング！」、１０月に５年生「大調査！！プラスチック探

検隊！！！」と６年生「卒業研究」、１１月に２年生「キリンはか

せになろう」、１２月に１年生の「かぜとあそぼう」です。 

どの授業でも、子どもたちの素敵なひらめきや考えを見付け

ることができました。 

２月には、サイエンスフェスティバルがあります。今までの学

習をまとめ、自分たちの学びを発表し合います。 



１月の生活目標 

「礼儀正しくしましょう」 

生活指導部 

「礼儀正しく」とは、姿勢を正したり、挨拶を促し

たりする際に用いる言葉です。「礼儀」について、辞

書には、「生活する上で、人に対して失礼にならない

ようにするための作法」とあります。「作法」につい

て、「人の動作や行動について、昔から決まっている

正しいしかた」とあります。合わせると、「人に敬意

を伝える正しい行動」ということになると思います。 

新しい年に、「人に敬意を伝える」礼儀はどうあるべき

か、自ら考えて行動できるよう指導していきます。 

大田区小学生駅伝大会 

体育部  

12月 16日(土)に大田スタジアムで小学生駅伝大会

が行われました。大会にむけて 11月下旬から５・６

年生の代表児童が、ＰＴＡ会長さんの協力で週２回の

早朝練習を行いました。当日は練習で培った一人一人

の持久力を発揮し、最後まで懸命に走り、全員で襷を

つなげました。苦しい中、ゴールに向かって必死に走

る姿に胸が熱くなりました。当日も、多くの方に応援

していただき、子どもたちにとって大きな力となりま

した。ありがとうございました。大会は終わりました

が、引き続き、体力向上の取組を行ってまいります。 

書き初め会 

国語部 

 1月 9日(火)・10日(水)に、低学年は各教室で、

高学年は体育館で書き初め会を行います。書き初め

には、「字の上達を祈願する」「一年の目標や抱負を

書くことで、行動を新たにする」という意味が込め

られています。清水窪小の子どもたち一人ひとり

が、心を込めて取り組みます。書写の時間や冬休み

の練習の成果が表れることが楽しみです。１・２年

生は硬筆、３年生以上は毛筆で課題の字を書き、校

内展示をします。ぜひご鑑賞ください。 

＜校内書き初め展＞詳細は別途配布いたします。 

1月 22日(月)～26日(金)15：15～16：00 

※授業公開はしておりませんのでご了承ください。 

５年生社会科見学 

５年担任 

５年生は 12 月 15 日（金）に東京税関羽田支署と味

の素川崎工場に社会科見学に行きました。東京税関で

は危険な薬物から日本を守る人たちの取組についてお

話を伺いました。また、味の素川崎工場では、安全安心

な食品作りのためにどのような工夫や努力を行ってい

るのかを調べました。社会科で学んだことと関連させ

ながら学習することができました。 

 

保幼小連携交流会 

  １年担任  

 12月 21日（木）に、若竹幼稚園の園児を招いて、

保幼小交流会を行いました。1年生が学習しているＳ

Ｃ科は、どんなことをするのか説明したり、「かぜと

あそぼう」で作った風車を紹介したりしました。ま

た、園児に教えながら、工作用紙と輪ゴムで「ぱっ

ちんガエル」を作って、一緒に楽しく遊ぶことがで

きました。お兄さんやお姉さんとして、優しく声を

掛けて教える姿に成長を感じました。 

 

 

 

 

 

  
 

３年生社会科見学            

３年担任  

 12月 5日（火）に社会科見学で ANAの機体整備工場

と大森海苔のふるさと館に行きました。ANA の機体整

備工場では、整備士の仕事内容や安全に飛ばすための

努力や工夫などについて話を伺いました。展示室で

は、整備士さんが飛行機を点検する際に使用している

道具や飛行機で使用している座席のシートの見本な

どがあり、子どもたちはとても興味深く見学していま

した。格納庫の見学では、実際に飛行機の部品を点検

しているところや滑走路から飛行機が空に飛び立つ

瞬間を目の前で見学させていただいました。大森海苔

のふるさと館では、海苔付け体験を行いました。どの

ような工程で普段食べている海苔ができるのかを体

験を通して学ぶことができました。 

子どもたちにとって今回の社会科見学では、本物を

目の前に話をしていただいたり、体験させていただけ

たりしたことは、とても

貴重な経験となったと思

います。今回学んだこと

をこれからの学習につな

げていけたらと思いま

す。 

国際交流  

担当   

東京工業大学の日本語語学留学生１4 名と教職員３

名の皆様をご招待して多くの国々の人たちと会話を

したり、ゲームをしたりして交流をすることができま

した。そして、他国の文化や自然

などを知ることができました。今

後の外国語授業や普段の生活など

でも進んで外国の方々と話した

り、交流したりしようとする態度

を育てることができました。 

 


